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JA本渡五和だより

プリエールほんど
信頼と助け合いのJA葬祭 TEL 22-0983

お く や み

知って得する旅行情報
あなたの旅をバックアップ

JA天草旅行センター
TEL(0969)23-2262 FAX23-2263航空券はJA天草旅行センターで

航空券･JR･ホテル･旅館等の手配予約は旅行センターで!
お一人様よりお気軽にご相談ください。

予約

受付中

　

花
の
便
り
が

聞
か
れ
る
頃
と

な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
早
期
水
稲

の
田
植
え
等
で
お
忙
し
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
本
渡
五
和
農
協
も
新
入

職
員
を
迎
え
、
心
新
た
に
平
成
二

十
二
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
も
組
合
員
の
皆
様
と

と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
頼
り

に
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
と
な
る
よ
う
こ
れ

ま
で
以
上
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
は
出
会
い
と
別
れ

の
季
節
で
す
。「
一
期
一
会
」、
人

と
の
出
会
い
は
時
に
そ
の
人
の
財

産
に
な
り
得
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
度
、
こ
の〝
あ
さ
つ
ゆ
〞

の
新
し
い
担
当
に
な
り
ま
し
た
タ

カ
で
す
。
私
は
、
今
年
も
新
し
い

出
会
い
を
大
切
に
、
心
通
う
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
、
す
が
す
が

し
い
気
持
ち
で
二
十
二
年
春
を
迎

え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
タ
カ
）

■組合員異動状況

正

准

正
（前期末比）

准
（前期末比）

地　区

項　目

合
　
計

五
和
東

五
和
西

本
渡
北

本
渡
南

本
渡
西

本
渡
東

平成22年３月末現在　（単位：人）

平成21年
3月末

平成22年
3月末

795

193

796

1

194

1

1,201

400
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404
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373
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841
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1

467
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734
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2
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298

596

2

294

－4

4,544

2,731

4,542
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2,781
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天草市瀬戸町1-1

5
月
17
日
（月）  

定
休
日 

トップを切り田植え（下浦町・2頁に関連記事）

豪華客船「飛鳥Ⅱ」で行く山陰３日間

ソフトバンク vs 読売ジャイアンツ

●旅行代金 お一人様120,000円～
●出 発 日　平成２２年１０月１１日（月・祝）

飛鳥Ⅱクルーズ

博多座日帰りバスツアー
JA天草旅行センターふれあいの旅

日帰り企画

特選オプショナルツアー　
伝説と古代浪漫を巡る・・・ 出雲・松江・隠岐の島

◆添 乗 員／同行し旅程管理業務を
　行います。

●旅行代金 お一人様9,000円
●出 発 日　平成２２年６月１２日（土）

●募集人員　４０名（最少催行人員　３５名）
◆添 乗 員／同行し旅程管理業務を行います。
◆食　　事／なし

●旅行代金 お一人様19,800円

●出 発 日　平成２２年７月１３日（火）
　　　　　  平成２２年７月２４日（土）

◆添 乗 員／同行し旅程管理業務を行います。
◆食　　事／昼食１回（博多座にて弁当）

★ショーなどのプログラム多数！！
★特選オプションで隠岐の島を巡る！！
★天草⇔博多港の専用送迎バス無料！！
★交通費（移動費用）・宿泊費・食事代・
　エンターテーメント（ショーコンサー
　ト・映画）・カルチャー教室・スポーツ施設使用料など全て代金に
含まれており、個人的なもの以外は、ほとんどが無料！！

早
割

5月31日（月）までにお申込みいただいたお客様は…
〈ロイヤルスイート、アスカスイート、スイート〉

〈デラックス〉
旅行代金より お一人様10,000円引
旅行代金より お一人様  5,000円引

野球観戦ツアー
〈ナイター〉

●開催日　平成２２年６月１９日㈯
●会　場　小国ドーム（阿蘇郡小国町）

●料金
　　大  人　　５，０００円
　高校生まで　３，０００円

武田鉄矢・中牟田俊男・千葉和臣

●旅行代金 お一人様9,000円
●出 発 日　平成２２年６月１３日（日）

●募集人員　４０名（最少催行人員　３５名）
◆添 乗 員／同行し旅程管理業務を行います。
◆食　　事／なし

〈デーゲーム〉

海援隊
「大奥」

申込締切
日

５月７日（
金）

申込締切
日

５月７日（
金）

A指定（3
塁）

限定40席

A指定（3
塁）

限定40席

トーク＆ライブ2010

チケット
販売中! ※ツアーではありません。



　

三
月
二
十
日（
土
）、
く
ま
に
ち
あ

ぐ
り
ん
よ
り
今
年
度
の
生
産
者
特
派

員
岩
崎
正
道
さ
ん
に
取
材
が
あ
り
、

一
般
の
方
の
収
穫
体
験
、
柑
橘
を
使

っ
た
お
菓
子
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
岩
崎
正
道
さ
ん
を
取
材

し
、
正
道
さ
ん
の
指
導
で
苓
明
高
校

の
生
徒
さ
ん
二
人
が
収
穫
作
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
初
め
て
の
収
穫
作

業
に
二
人
は
真
剣
に
取
組
ん
で
い
ま

し
た
。
収
穫
し
た
あ
ま
く
さ
晩
柑
を

食
べ
、
と
て
も
お
い
し
い
と
喜
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
の
取
材
で
は
、
二

人
は
苓
明
高
校
の
食
品
化
学
科
に
通

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
地
産

地
消
に
よ
る
商
品
開
発
の
話
題
も
出

て
、
正
道
さ
ん
も
真
剣
に
考
え
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
取
材
に
は
、
松
本
ひ

ろ
み
さ
ん
が
晩
柑
ス
テ
ィ
ッ
ク
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
等
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
お
い
し
い
お
菓
子
に
取
材
者

も
試
食
の
手
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
後
に
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
を
取

材
さ
れ
、
吉
永
店
長
よ
り
「
今
か
ら

七
月
に
か
け
て
あ
ま
く
さ
晩
柑
は
店

頭
に
な
ら
び
ま
す
よ
。
こ
れ
か
ら
は

本
渡
五
和
の
管
内
で
と
れ
る
新
茶
も

発
売
し
ま
す
よ
」
と
、
コ
メ
ン
ト
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
は
四
月
二
十
一
日
の
熊

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
浦
営
農
組
合
で
は
、
今
年
も
管

内
の
ト
ッ
プ
を
き
り
三
月
三
十
日
よ

り
、
一
ha
区
画
の
水
田
に
コ
シ
ヒ
カ

リ
十
ha
の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。同

組
合
で
は
、
平
成
八
年
よ
り
八
条
田

植
え
機
を
使
用
、
除
草
剤
も
同
時
施

用
で
き
る
と
て
も
大
き
な
機
械
で

す
。

　

お
伺
い
し
た
と
き
に
は
九
名
の
営

農
組
合
の
方
が
お
ら
れ
、
田
植
え
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
収
穫
は
七
月
下

旬
を
予
定
と
の
こ
と
。
い
ま
か
ら
収

穫
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　

三
月
二
十
一
日（
日
）、
宮
地
岳
町

で
第
三
回
天
草
菜
の
花
祭
り
と
天
草

環
境
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
に
先
立
ち
、
宮
地
岳
保
育
園
、

小
学
校
の
子
ど
も
達
が
太
鼓
や
合
唱

を
披
露
し
ま
し
た
。
主
催
者
の
天
草

市
田
口
部
長
は
、
「
市
が
取
組
ん
で

い
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
や
環

境
フ
ェ
ア
を
合
同
開
催
で
き
る
宮
地

岳
町
は
す
ば
ら
し
い
」
と
挨
拶
を
さ

れ
、
つ
づ
い
て
宮
地
岳
営
農
組
合
西

口
組
合
長
は
「
宮
地
岳
町
で
取
組
ん

で
い
る
環
境
保
全
型
農
業
を
実
践
、

実
証
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
こ
の
菜
の
花
祭
り
も
盛
大
に
開
催

が
で
き
る
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
司
会
の
「
た
こ
ヒ
カ
ル
さ
ん

（
天
草
空
港
職
員
）」
の
軽
快
な
ト
ー

ク
に
併
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
の

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
ハ
イ
キ

ン
グ
参
加
者
に
は
、
抽
選
で
デ
コ
ポ

ン
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
景
品
が
用

意
さ
れ
、
当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
度

に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
暖
か
い

春
の
日
差
し
の
も
と
、
参
加
者
は
宮

地
岳
町
を
満
喫
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

和
牛
部
会
本
渡
中
央
支
部
（
支
部

長
：
松
原
髙
弘
）
は
、
『
定
期
的
な

発
情
と
分
娩
時
の
事
故
率
抑
制
』
を

テ
ー
マ
に
視
察
研
修
と
講
習
会
を
総

勢
二
十
六
名
で
三
月
十
一
日（
木
）に

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
倉
岳
町
の
稲
田

繁
保
様
と
栖
本
町
の
園
田
数
盛
様
の

牛
舎
二
カ
所
を
視
察
し
、
各
農
家
か

ら
経
営
概
要
、
天
草
家
畜
保
健
衛
生

所
か
ら
繁
殖
成
績
に
つ
い
て
説
明
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
午
後
の
部
は
講

習
会
と
し
て
、
天
草
家
畜
保
健
衛
生

所
の
森
将
臣
主
任
技
師
よ
り
発
情
に

関
す
る
ポ
イ
ン
ト
や
デ
ー
タ
を
詳
し

く
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
、「
早
期
離
乳
に

取
り
組
み
、
一
年
一
産
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
農
家
の
話
を
聞
け
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
今
後
の
畜
産

経
営
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

く
ま
も
と
あ
ぐ
り
ん
ネ
ッ
ト
の
生

産
者
特
派
員
に
今
年
度
は
、
五
和
町

城
河
原
地
区
の
岩
崎
正
道
さ
ん
が
な

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
県
内
Ｊ

Ａ
の
状
況
・
特
産
物
の
紹
介
を
す
る

た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、

各
地
域
の
生
産
者
特
派
員
が
各
品
目

の
生
育
状
況
・
生
産
対
策
な
ど
を
年

間
に
渡
っ
て
掲
載
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
お
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ア
ド
レ
ス
は
、http://agrin. 

kum
anichi.com

/

で
、
「
く
ま
も

と
あ
ぐ
り
ん
ネ
ッ
ト
」
で
も
検
索
で

き
ま
す
。
各
地
域
の
生
産
者
特
派
員

の
目
を
通
し
て
各
品
目
の
生
育
状
況

や
地
域
情
報
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

岩
崎
正
道
さ
ん
は
現
在
、
両
親
・

妻
・
子
ど
も
二
人
の
六
人
家
族
で
、

あ
ま
く
さ
晩
柑
を
中
心
に
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
岩
崎
さ
ん
は
、
子
ど
も

達
が
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
食
べ

て
く
れ
る
あ
ま
く
さ
晩
柑
作
り
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

３ ２

　平成２２年３月29日（月）、本店第３会議室に
おいて理事会が開催され、次の議案が審議・
承認されました。
第 1 号議案
第 2 号議案
第 3 号議案
第 4 号議案
第 5 号議案

第 6 号議案

報 告 事 項

２月末事業実績について
定款・諸規程の一部変更について
固定資産の処分について
法人団体借入枠の申込みについて
平成２２年度重点実践事項のローン
伸長施策にかかる金利引下げにつ
いて
JASTEM次期移行システム危機管
理計画書の制定について

役員賠償責任保険契約の申込につ
いて、平成２２年度ＪＡ本渡五和事
業推進大会の開催について

第
三
回
天
草
菜
の
花
祭
り
、

　
　
天
草
環
境
フ
ェ
ア
開
催
さ
れ
る

第
三
回
天
草
菜
の
花
祭
り
、

　
　
天
草
環
境
フ
ェ
ア
開
催
さ
れ
る

和
牛
部
会「
本
渡
中
央
支
部
」

く
ま
も
と
あ
ぐ
り
ん
ネ
ッ
ト

二
十
二
年
度
特
派
員
決
定岩崎正道さん

〝
く
ま
に
ち
あ
ぐ
り
ん
〞が

　
　
取
材
に
や
っ
て
き
た

管内でトップをきり
田植え 下浦営農組合

取材の様子

見
事
な
出
来
の
か
か
し
が
お
出
迎
え

視
察
研
修
と
講
習
会
を
開
催
！

（巾）
30cm

← 1mくらい →
重さ10～15kg

農業用
廃プラ
農業用
廃プラ 焼くな、捨てるな、集めよう焼くな、捨てるな、集めよう
　使用済の農業用ビニール・ポリフィルムなどの廃プラスチック類は、「廃
棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、使用した事業者（農家）が適
正に処理することが義務づけられております。このため、市町村協議会や農
協単位の収集体制を活用して、地域ぐるみで全量を適正に処理しましょう。
　なお、野外焼却（野焼き）や不法投棄は、同法により禁止されております。
野外焼却（野焼き）や不法投棄を発見した場合は、速やかに最寄りの保健所
へご連絡ください。　　　　　　　　　（天草保健所　TEL23-0172）

主な農業関係のプラスチック類

フィルムの梱包方法 ※収集運搬業者等から特別な申し出がある場合を
　除き、下図のとおり分別・梱包してください。

分別回収 ※リサイクルができるように
　分別回収を徹底しましょう！

①泥やゴミを
　落とす

②フィルムを両側から絞り、
　つづら折りにする

農業用廃プラスチック類
の回収日

③同じ種類の
　フィルムで
　3カ所を縛る

ビニールフィルム
同じビニー
ルで縛る

ポリフィルム
PO系フィルム

肥料袋同じフィル
ムで縛る たたんで縛っておく

　その他のポリ
　灌水チューブ（ポリマルチ　）

農ビ 農ポリ

■回収日
　平成22年5月27日（木）
　午前8時30分～午前11時
■回収場所
　JA本渡五和本店駐車場
　　　　　　　　　（西側）

園芸施設用被覆フィルム、ハ
ウスバンド、肥料袋、寒冷
紗、防風（防虫）ネット、防
水シート（ブルーシート）、
液肥容器、アゼナミ、育苗ポ
ット、果樹用マルチ、甘夏ポ
リ袋、たばこ用マルチ、畜産
飼料用ラッピングフィルム、
レタス包装紙など



　

店
舗
集
約
に
よ
り
、
組
合
員
の
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
複
合
渉
外
員
は
貯
金
、
共

済
、
経
済
、
J
A
が
行
う
す
べ
て
の

事
業
に
関
し
て
「
動
く
農
協
」
と
な

り
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５ ４

考査役　総務部　総務課長
考査役　金融共済部　金融課長
営農経済部　経済課　審査役　経済係
営農経済部　営農課　企画係長（生活指導員）

金融共済部　渉外課　審査役
複合渉外員　本渡北支店担当
金融共済部　共済課　共済係長　
自動車共済査定員
金融共済部　渉外課　調査役　
複合渉外員　枦宇土支所担当
本渡南支店　調査役　共済係
金融共済部　渉外課　調査役　
複合渉外員　鬼池支所担当
総務部　総務課　総務係

金融共済部　共済課　共済渉外員
営農経済部　営農物流センター
営農経済部　グリーントップ
本渡東支店
営農経済部　果樹課　指導係
営農経済部　営農課　販売係
本渡北支店
金融共済部　渉外課　複合渉外員　
本渡東支店兼本渡西支店担当
五和西支店
金融共済部　共済課　共済係（臨時）
本渡西支店（臨時）
営農経済部　営農課　営農係（臨時）
五和東支店（臨時）
総務部　総務課付　ＪＡ直売天草　出向（嘱託）
本渡西支店（雇用）
五和西支店（雇用）
五和東支店（雇用）
営農経済部　果樹課　果樹係（雇用）
本渡北支店（雇用）
新卒
新卒
新卒
新卒

氏　　名
役　　　　　　　　職　　　　　　　　名

新

人事異動 （平成22年4月1日付）

宮脇　正臣
金子　光男
立石佐登子
江崎るみ子

坂本　伸也

東野　健二

井上　義正

竹森理一郎
吉田　昇浩

谷口　良克

高井　友美
森　　大樹
松元　博文
梅本　文範
梅川　　修
喜多　啓仁
寺田　幸子
原田　義大

松本あづみ
伊藤　貴美
飽田かおり
江上　友貴
岩元　千春
蓮池千佳子
若山　孝仁
池田　　樹
林　　雄介
夏井　直哉
岩崎　　梓
立尾　崇博
山下真理奈
稲田かおり
根尾　香瑠

総務部　総務部長　兼総務課長
金融共済部　金融共済部長　兼金融課長
総務部　総務課　審査役　資金出納係
営農経済部　営農課　審査役　
企画係兼生活指導員
本渡北支店　審査役　複合渉外員

金融共済部　共済課　共済渉外係長

本渡西支店　調査役　複合渉外員

金融共済部　共済課　調査役　共済渉外員
五和東支店　調査役　複合渉外員

金融共済部　共済課　調査役　
自動車共済査定員
五和東支店
本渡北支店　複合渉外員
五和西支店　複合渉外員
本渡東支店　複合渉外員
営農経済部　果樹課　営農指導員
営農経済部　営農課　営農指導員　兼販売係
五和西支店
本渡西支店　複合渉外員（本渡東支店兼務）　

本渡北支店
総務部　総務課　総務係（正職員）
本渡南支店（正職員）
営農経済部　営農課　営農係（正職員）
金融共済部　共済課　共済係（正職員）
総務部  総務課付  ＪＡ直売天草  出向（試用職員）
本渡西支店（試用職員）
五和西支店　複合渉外員（試用職員）
五和東支店（試用職員）
営農経済部　果樹課　果樹係（試用職員）
本渡北支店（試用職員）
本渡西支店　複合渉外員（試用職員）
本渡北支店（試用職員）
五和東支店（試用職員）
営農経済部　経済課　経済係（試用職員）　

退　　職 おせわになりました
江崎　一季
藤田　和明
中野　正志
松下　　愛
野嶋　美里

定年退職
退職
退職
退職
退職

金融共済部　渉外課　調査役　複合渉外員
金融共済部　共済課　共済渉外員　
金融共済部　渉外課　複合渉外員
総務部　総務課
本渡北支店

（平成22年3月31日付）

旧

梅本　文範
本渡東支店
地区担当

原田　義大
本渡西、本渡東
支店地区担当

井上　義正
本渡西支店
地区担当

立尾　崇博
本渡西支店
地区担当

坂本　伸也
本渡北支店
地区担当

森　　大樹
本渡北支店
地区担当

松元　博文
五和西支店
地区担当

池田　　樹
五和西支店
地区担当

吉田　昇浩
五和東支店
地区担当

　早期水稲の田植えの時期です。基本技術を
励行し、実りの多い秋を迎えられるようにし
ましょう。

○田植え
・植え付け本数は５５～６０株／坪程度を標準
とします。１株の苗数は３～５本が標準で
す。苗数が多すぎると過繁茂の原因とな
り、倒伏や病害虫が発生しやすくなります
ので注意しましょう。

・植え付けの深さは活着や分げつ等に大きく
影響しますので２㎝を目安とします。

・分げつを早期に確保するため、田植え後７
日目くらいに硫安を１０ａ当たり５～１０㎏
施用しましょう。

○水管理
・新しい根が出るまでは、暖かい日中は浅水
にしますが、朝晩は低温から守るために深
水にしましょう。ただし、ジャンボタニシ
の被害が見られるところでは食害を防ぐた
めに浅水にしましょう。

・活着後は浅水管理で分げつの促進に努めま
しょう。

※除草剤はＪＡの栽培暦に基づいて散布し、
その後は掛け流しをせずに７日間、水をた
めてください。

(天草農業活性化協議会作物部会より)(天草農業活性化協議会作物部会より)

田植え期

　JA本渡五和訪問介護事業所では、ホームヘル
パー（２級資格者）を急募しています。お年寄りのお世話
ができ、介護の仕事に情熱をお持ちの方大歓迎です。まず
はご連絡をお待ちしています。
■お問い合わせ先
　JA本渡五和本店経済課　生活福祉係（担当　田中）
　☎096 9 - 2 3 - 2 2 3 1

２級ホームヘルパー募集
お知らせ

ご存知ですか?「災害共助見舞金制度」

４月から機械に貼付！

“ストップ!”

　　　農作業事故

　JAから購入いただいた機械での事故に
より１カ月以上の通院および入院された
場合、「見舞金」を支給しています（一部
対象外となる場合があります）。

万が一事故に遭われた場合は、JA農機
センターまでご連絡をお願いします。
JA本渡五和農機センター
五和町手野　☎３４－０１６３

　JAから購入された農業機械には、見舞
金制度の加入を示すシールを貼付します。

JAグループ熊本・熊本県・JA農機自
動車

技術
指
導
士
会

農
業
機

械災
害共助制度加

入
証

農作業安全農作業安全！

※このシールが目印

このような格好で農作業していませんか？
作業中は、
作業服の袖口は閉じる
首のタオルは服の中へ
ズボンの裾は長靴の中へ

（例）トラクターのPTO軸ジョイント
　　への衣類の巻きつき

私
た
ち
は「
動
く
農
協
」
複
合
渉
外
員
で
す



期
限
内
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
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（早期水稲・水管理）
　５月は分けつが最高に進みます。分けつ促進のため
浅水で管理してください。
（普通期水稲）
◎種子消毒　ヘルシードＴフロアブル200倍（水10ℓ
　に50㏄）。混合液に２４時間浸漬する。浸漬中に１～
　２回かく拌する。
◎箱苗処理（イモチ、ウンカ、コブノメイガ、モンガ
　レ防除）
　ビルダープリンスアドマイヤー粒剤、1箱当たり50ｇ
　（田植３日前より田植直前まで）

（バレイショ）
　　１株平均400ｇ以上（10ａ当たり200Ｃ／Ｓ）、Ｌ級以上
　が50％以上に達したら、掘り取り出荷してください。
病害虫防除
◎エキ病防除（予防散布の徹底）
　　バレイショ栽培では、もっとも恐ろしい病気です。
　７～10日毎に防除してください。
　　リドミルＭＺ水和剤500～750倍、グリーンダイセン
　400～600倍を収穫7日前まで3回ほど防除する。
液肥散布
　　生育が遅れている圃場では、クロロゲン青または、
　特２号の500倍を収穫７日前までに散布し、枝葉の
　拡大を図る。
（インゲン）
　　ハウス栽培は収穫期に入っています。乾燥や肥料
　不足は曲がり莢になるので、適宜かん水、追肥を行
　い品質低下を防ぐ。収穫はＳ級で行い、規格を守り
　出荷してください。
　　トンネル栽培は倒伏防止のため早期に誘引を行い、
　健全な株１株を残し早めに切断してください。
病害虫防除
◎キンカク病、灰色カビ病
　セイビアーフロアブル1,500倍（収穫前日まで）３回
◎アブラムシ…モスピラン水溶剤2,000倍～4,000倍
　　　　　　　（収穫前日まで）３回
◎スリップス…アタブロン乳剤2,000倍
　　　　　　　（収穫前日）２回
◎マメハモグリバエ…アファーム乳剤2,000倍
　　　　　　　　　　（収穫前日まで）２回
摘　　葉
　　通風、採光を良くするため株の中心部や古葉を摘
　葉する。
シシトウ病害虫防除
　アブラムシ　アクタラ粒５粒剤　　１ｇ／株

　ヨトウムシ　アタブロン乳2,000倍（収穫前日まで）３回
オクラ病害虫防除
　立枯病　　　リゾレックス水和剤1,000倍灌注
　　　　　　　（播種時及び子葉展開時）２回
　アブラムシ　モスピラン水溶剤4,000倍
　　　　　　　（収穫前日まで）３回

茶工場の操業について
　各工場にて操業を開始いたします。製茶の品質向上
のため早めに摘んで持ち込んでください。
■本町茶工場（むし茶）（ヤブキタのみ受付）
　場　　所　本町支所　☎２３－３５３５
　受付時間　午前１１時～午後６時
　加工料金　生葉１㎏当たり250円
　新茶の販売について（本町茶）
　　200ｇ　真空パック入　1,200円（税込）
　　500ｇ　真空パック入　2,700円（税込）
　　グリーントップ、本町支所で販売します。
■五和茶工場（むし茶）
　場　　所　城河原　☎３４－０９６３
　受付時間　午前１０時３０分～午後６時
　加工料金　生葉１㎏当たり250円
　新茶は五和茶工場にて販売しておりますのでご利用
　ください。
◎前日に摘んだ葉を持ち込まないでください。
◎生葉の受付については、停止する場合もありますの
　でご了承ください。
◎海岸地帯では早めに摘んで持ち込みください。
※天候等による変更もありますので、詳しくは支店・
　支所・工場にご確認ください。

◎仔牛セリ市　５月１７日㈪

作　　　物

野　　　菜

加　　　工

畜　　　産

７

プリエールの会プリエールの会プリエールの会 会員
募集

JA
葬祭

ご加入の手続きは簡単です

一回限りの入会で
「安心」と「信頼」がお求めになれます

入会希望のお客様は、所定の入会申込書を提出され
ますと会員カードを発行いたします。

斎場葬儀・自宅葬儀いずれの場合も祭壇の価格割引
をいたします。さらに生花・花環・蓮花・灯籠の価
格割引きをいたします。

「会員の特典」の範囲は、会員カードに登録された
会員本人、または二親等以内の親族といたします。

会員のご加入は各支店、支所、または葬祭センターでよろしくお願いします。

会員には、次のような特典があります

※プリエールとはフランス語で「いのり」といいます。

（いのり）

江崎石油
ＧＳ

丸善興産
ＧＳ

熊本ファミリー
銀行

横山
歯科

未来
プラザ

プラザ
ホテル

本渡バス
センター

天草
市役所

至五和町 国 道 ３ ２ ４ 号 至瀬戸大橋

至
本
渡
港

町
山
口
川

南　
　
　

川

JA本渡五和
本店

プリエールほんど

選果所■斎場案内図

厚
生
連

ニ
ュ
ー
ス

突
発
性
難
聴
に
つ
い
て

突
発
性
難
聴
に
つ
い
て

突
発
性
難
聴
に
つ
い
て

ゴールデンウィーク ATMコーナー取引時間のご案内
取引
内容

5月4日
（火）

5月6日
（木）

5月5日
（水）

5月2日
（日）

5月3日
（月）

4月30日
（金）

5月1日
（土）

4月28日
（水）

4月29日
（木）

※5月4日（火）はシステム停止日のため全ての取引ができません。また、３日（月）・５日（水）は県内JAのATMのみ取引できます。
　

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
場
合
や

振
替
口
座
の
残
高
不
足
等
で
振
替
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
法
定
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
。こ
の
場
合
、金
融
機
関（
日
本
銀
行
歳

入
代
理
店
）ま
た
は
所
轄
の
税
務
署
の
納

税
窓
口
で
本
税
と
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
書
は
、
税
務
署
ま
た
は
所
轄
の
税

務
署
管
内
の
金
融
機
関
で
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
に
納
付
書
が
な
い
場

合
に
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
平
成
二
十
二
年
中
に
お
け

る
延
滞
税
の
割
合
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
納
期
限
の
翌
日
か
ら
二
か
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
は
、
年
四
・
三
％
の
割
合

②
納
期
限
の
翌
日
か
ら
二
か
月
を
経
過
す

る
日
の
翌
日
以
後
に
つ
い
て
は
、
年
一

四
・
六
％
の
割
合

　

具
体
的
な
延
滞
税
の
計
算
は
、
①
ま
た

は
②
の
期
間
ご
と
に
よ
り
計
算
し
ま
す
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
簡

単
に
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
草
税
務
署

（
電
話
二
二
―
二
五
一
〇
）

※
自
動
音
声
案
内

　

難
聴
の
一
種
で
、
特
別
な
き
っ
か
け
や

原
因
が
無
く
、
通
常
片
側
の
耳
が
突
然
に

聞
こ
え
づ
ら
く
な
る
病
気
で
す
。
騒
音
や

大
音
量
な
ど
が
原
因
の
外
傷
性
難
聴
と
は

全
く
異
な
り
ま
す
。
内
耳
な
ど
に
障
害
が

生
じ
る
感
音
性
難
聴
の
一
種
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
原
因
は
不
明
で
す
。
難
聴

と
耳
鳴
り
が
中
心
で
、
め
ま
い
や
吐
き
気

を
訴
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

適
切
な
早
期
治
療
と
安
静
が
極
め
て
重

要
で
す
。
症
状
を
自
覚
し
た
場
合
は
速
や

か
に
設
備
の
整
っ
た
病
院
で
耳
鼻
咽
喉
科

の
専
門
医
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
肝
要

に
な
り
ま
す
。
重
度
で
あ
れ
ば
入
院
で
の

加
療
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

一
般
的
に
は
発
症
か
ら
約
二
週
間
以
内

が
治
療
開
始
限
度
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
過
ぎ
る
と
治
癒
の
確
率
は
大
幅
に
低

下
し
ま
す
。
た
だ
し
、
適
切
な
治
療
を
行

っ
て
も
完
治
す
る
の
は
全
体
の
三
分
の

一
、
さ
ら
に
三
分
の
一
は
改
善
は
す
る
が

難
聴
・
耳
鳴
り
な
ど
の
後
遺
症
が
残
り
ま

す
。
特
に
高
音
部
の
難
聴
は
治
癒
し
に
く

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
が
軽
い
例
や
早
期
に
治
療
を
開
始

し
た
場
合
の
予
後
は
比
較
的
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
完
治
し
た
者
で
も
数
年

後
に
再
発
し
症
状
が
進
行
す
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
で
す
。

　

治
癒
確
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
異
常

を
感
じ
た
ら
専
門
医
を
受
診
す
る
初
期
治

療
の
迅
速
さ
が
重
要
で
す
。

国
税
だ
よ
り
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らくのうミルクセンター
　　　　　　からご家庭へ

　熊本の牧場から生まれた生乳を使い、いつでもど
こでも手軽に飲めるLL製品（常温保存可能品）の
詰め合わせをご家庭で、あるいは贈り物としてご利
用ください。化粧箱もあります。
　1ケース24本入で200（1,900円）と250（2,400
円）のセットがあります。また、お好きな種類を自
由に詰め合わせることもできます。
■お問い合わせ先
　らくのうミルクセンター
　☎２２－２６０５　FAX２２－５６６０
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